
皿IflnlZ23:ef-3F.l15B一一一一 部医ニユース [昭…不孟函耳石 11司l
〈覇軍偏lI!"岨峨〉

処方せん医療畠'

プロトンポンプ阻書剤

，1.09%，，，，: 
〈ラベプラゾールナトリウム製剤〉
・量凪ー医・・の処方ぜんにより使用するζと

錠 10mgt錠20mg
'同組版11111;

長 通 エーザイ株式会社

東京郵文京区小石川4-6-10

商品情報お聞い歯わせ先.
お客僚*ツトライン 鼠五日120419-497
9-18時(土、目、祝日9-17崎)

・効能ー効果‘用法・用・&rJ槙思在含む
使用上の注量等についてl孟添付文書
をと嘗照ください.

PRT1009M26 

平成23年3月15日/毎月1回15日発行

東北地方太平洋沖地蔵緊急情報 ， 01 
第270回臨時代議員会ほか ， 02 
医療とITシンポジウム ほか 03 

矢島元副会長叙勲祝賀会 ほか 04 

日医医療情報システム協議会 ほか 05 

東京都医師国保組合保険料改定 06 

ふれあいポス ト 07 

都医師会からのお知らせほか 08 
地区医師会長か一己ゐ二三一一一一--- ri 10 ws 

紙報情，:)i 結を会師医と師医

東北地方太平洋沖地震緊急情報

医療救

3月11日発生した東北地方太平洋沖地震に対して、鈴木聴男会長は「東京都医師会員の皆様へ」困難にあたり医療者の力を結集

してください。というメッセージを全会員に発信した。

また、地震が発生した11日に災害対策本部を医師会内に設置し、活動を開始している。

ホームページに「都医から地区医師会への発信情報ヘッドラインJを掲載し、災害情報の入手を容易にしている。現在、

護班、ボランティアの募集およひ、義援金募集活動等に入っている。
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A
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東
京
都
医
師
会
医
療
隣
人
に
対
し
手
を
差
し
伸
べ
る

救
護
班
が
被
災
地
へ
と
出
動
し
、
人
々
、
善
意
や
使
命
感
や
連
市
感

携
帯
電
話
に
よ
る
東
京
都
民
師
会
に
よ
っ
て
多
く
の
国
民
や
団
体
や

災
害
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
も
試
動
企
業
が
立
ち
上
が
り
始
め
て
い
ま

し
ま
し
た
。

す
。
私
た
ち
も
そ
の

一
員
で
す
。

し
か
し
な
が
色
、
帰
宅
困
難
者
我
が
国
は
、
世
界
の
大
部
分
の

が
あ
ふ
れ
、
通
信
が
途
絶
え
被
災
人
々
が
そ
う
で
な
い
中
で
、
誰
も

状
況
や
救
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
が
長
寿
と
健
康
と
自
由
と
幸
福
を

共
何
の
困
難
さ
を
白
色
体
験
す
る
追
求
で
き
る
数
少
な
い
国
で
す
。

中
で
、
首
都
直
撃
の
大
災
害
を
想
大
自
然
に
翻
弄
さ
れ
て
も
、
大
自

定
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
然
の
中
で
建
設
し
て
来
た
こ
の
国

題
が
あ
る
乙
と
が
見
出
さ
れ
ま
し
と
そ
の
仕
組
み
を
失
い
た
く
な
い

た
。
本
会
と
し
で
も
、

今
後
も
新
と
誰
も
が
決
意
し
て
い
る
は
ず

た
に
日
本
医
師
会
、
東
京
都
、
消
で
す
。

防
庁
、
関
係
各
団
体
と
の
協
議
を
な
に
も
の
も
こ
の
国
を
成
り
立

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。当
面
は
、
た
せ
て
い
る
人
々
の
心
の
結
束
を

本
会
に
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部
損
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

に
お
い
て
、
被
災
地
や
被
災
者
へ
ま
す
。

の
医
療
救
護

・
生
活
支
援
、
被
災
東
京
都
医
師
会
も
、
意
気
高
く

医
師
会
の
支
援
、
皆
様
へ
の
情
報
機
能
し
正
常
通
り
業
務
を
行
っ
て

提
供
、
皆
様
の
現
場
に
お
け
る
医
参
り
ま
す
。
情
報
の
源
や
国
の
対

薬
品

・
医
業
用
品

・
燃
料
エ
ネ
ル
応
の
混
乱
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
私

ギ
l
の
確
保
、
従
業
者
の
支
援
、
た
ち
は
皆
様
と
と
も
に
、
各
地
区

計
間
停
電
へ
の
対
応
等
々
に
全
力
の
医
療
提
供
体
制
や
皆
様
の
医
療

を
傾
注
し
ま
す
D

活
動
を
互
い
に
支
え
合
い
堅
持
す

今
、
私
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
の
努
力

未
曾
有
の
複
合
災
害
に
、
多
く
の
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
や
被
災
者
は
生
活
の
再
建
や
ど
う
か
、
今
も
悲
し
み
ゃ
絶
望

幸
福
を
追
求
す
る
意
欲
を
も
挫
か
の
中
に
い
る
人
々
の
た
め
に
、
安

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全

と
生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
あ
の
人
々
の
た
め
に
、
医
療
者
の
力
を

戦
後
の
無
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
こ
結
集
し
て
く
だ
さ
い
。

の
国
に
は
、
自
助
と
共
助
の
心
で
皆
様
自
身
、
ご
家
族
、
同
僚
の

支
え
合
っ
て
来
た
と
の
固
に
は
、
身
の
安
全
に
も
十
分
ご
注
意
頂

も
っ
と
強
い
力
が
あ
る
と
信
じ
た
き
、
私
た
ち
の
国
の
文
化
や
安
全

い
と
思
い
ま
す
D

を
守
る
た
め
に
お
力
を
お
貸
し
く

す
で
に
と
の
国
を
守
る
た
め
だ
さ
い
。

に
、
危
険
を
顧
み
ず
救
助
や
復
旧

二
O
一一

年
三
月
十
六

H

に
あ
た
る
人
々
、
見
知
己
ぬ
人
や

私
は
門
様
と
と
も
に
、
東
日
本

の
巨
大
震
災
に
よ
っ
て
察
さ
れ

た
皆
様
に
、
心
か
ち
哀
悼
と
お
見

舞
い
を
申
し
ょ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
想
像
を
絶
す
る
門
然
災
害
に
よ

り
、
私
た
ち
の
同
胞
、
私
た
ち
の

国
の
街
や
文
化
、
私
た
ち
が
共
有

し
て
き
た
健
康
で
文
化
的
な
市
民

生
活
そ
の
も
の
が
瞬
時
に
恩
滅
す

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、

今
な
お
二
次
災
害

や
文
明
が
生
ん
だ
原
子
力
災
需
な

ど
に
も
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

犠
牲
者
は
、
お
年
寄
り
ゃ
子
供

達
、
漁
業
や
農
業
、
地
場
産
業
や

商
百
を
営
む
人
々
、
会
社
員
や
市

町
村
の
職
員
で
あ
り
、
医
療

・
介

護
・
福
祉
健
供
者
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
口
彼
ら
は
ま

た
、
事
あ
り
、
チ
で
あ
り
、
露
で

あ
り
、
友
人
で
あ
り
、
隣
人
で
あ
っ

た
ご
く
普
通
の
人
々
で
し
た
。
幾

万
も
の
命
が
一
瞬
に
失
わ
れ
、

さ
ら
に
多
く
の
人
々
の
心
や
体

に
障
害
が
降
り
か
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
自
身
も
か
つ
て
な
い
、

長
く
大
き
く
連
鎖
す
る
屈
れ
を
体

感
す
る
中
、
巨
大
な
津
波
が
街
並

み
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
何
も
か
も

を

一
挙
に
押
し
流
し
、
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
燃
え
上
ら
せ
、
原
子
力

発
電
所
が
爆
発
す
る
盗
を
、
信
じ

難
い
気
持
ち
で
見
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
は
正
に
困
難
で
あ
り
、
私

た
ち
国
民
の
す
べ
て
に
大
き
な
悲

し
み
を
も
た
ら
し
、
と
れ
ま
で
に

成
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
事
柄
へ

の
深
い
悔
悟
や
こ
れ
か
ら
の
長
い

復
興
へ
の
道
碍
へ
の
裳
円
で
胸
が

一
杯
に
な
る
山
来
事
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
私
た
ち
が
医
療
提

供
者
と
し
て
築
い
て
き
た
保
健
医

療
シ
ス
テ
ム
が
、
財
政
難
に
よ
る

崩
壊
の
程
度
を
は
る
か
に
超
え

て
、
こ
の
よ
う
な
大
災
者
の
前
に

一
瞬
に
し
て
無
力
と
な
る
教
訓
に

向
き
合
い
、
無
か
ら
迅
速
に
、
発

生
段
階
に
凶
じ
た
対
応
と
回
復
を

図
り
、
被
災
者
の
健
康
と
安
全
を

確
保
す
る
仕
組
み
を
、
改
め
て
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
は
皆
様
と

と
も
に
、
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の

維
持
向
上
に
は
、
乙
の
国
の
文
化

や
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
に
基

づ
く
強
い
意
志
と
、
科
学
技
術
に

基
づ
く
堅
牢
な
社
会
シ
ス
テ
ム
と

を
必
要
と
す
る
こ
と
を
発
信
し
、

そ
の
再
建
の

一
翼
を
担
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
本
会
で
は
、
災
需

や
N
B
Cテ
ロ
時
に
お
け
る
医
療

救
護
活
動
に
つ
い
て
、
一
九
九

t

年
一
月
十
七
日
の
阪
神

・
淡
酪
大

震
災
、
同
年
三
月
二
十
円
の
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
東
京
都
や
地
域
自
治
体
と
と

も
に
、
発
生
段
階
に
応
じ
た
「
医

療
救
護
班
情
動
」
「現
場
ト
リ
ア
l

ジ
実
務
」
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

含
む
教
護
所
等
の
衛
生
管
理
」
「
後

庁
医
療
施
設
休
制
」
等
の
体
制
作

り
と
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

実
際
、
今
回
も
地
震
発
生
直
後
か

ら
翌
未
明
ま
で
に
十
以
上
の
東
京
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東京都医師会 : 東京都医師会は、3月11日に発生した策北地方太平洋沖地震に対し岡田、医
東北地方大平羊中地震入国対策本部 ;師会内に災密対策本部を般置し下記情報について地区医師会を通じ全会員に周:~:曲!室

、 I"t"JT.I'也 ・知しました。

の設置並びに災害情報について ; 畑地以来、本会より発信した災膏対策関係の摘は下記の通りでありまれ

1.本会の3月12日(土).13日(日)の体制について ロの控置について (災32)(3月18日(金)地区医師会発送済)
(災1)(3月12日(土)地区医師会発送済) (災17)(3同15日(火)地区医師会発送済) 24東北地方太平洋沖地置及び長野県北部の地震によ
2 東京電力による「舗番停電Jに伴う通知について 9. r東北地方太平洋沖地震jにおける妊産婦乳幼児へ る被災者に係る利用料の取り畿いについて及び転入
(1)!東京唱力による「嶋番停電」の可能性について の対応について 者に係る被保険者資格の毘定について(介護関係)
(餅1報 ・災3)(東京都医師会)(3月13日(日) (災18)(3月16日(水)地区医師会発送済) (災33)(3月18日(金)地区医師会発送済)
9・40地区医師会発送済) 10.都内における環境放射線測定結果について 25.検察担当医の派遣について
(2)東京電力による「輪番停電」の対応について (災19)(3月16日(水)地区医師会発送済) (災34)(3月18日〔金)多停地区医師会発送済)
(銑2報・災4)(福祉保健局)(3月13日(日) 11.東北地方太平洋沖地震による計画停電に係る厚生 26.日本医師会災膏医療チーム(JMAT)派遣における
20:45地区医師会発送済) 労働省事務連絡について 傷害保険について
(3)東京電力による「輪番停電」の実施について (災20)(3月16日(水)地区医師会発送済) (災35)(3月18日(金)地区医師会発送済)
(鱒3報・災5)(日医・東京電力)(3月13日〔日) 12東北地方太平洋沖地震における日本医師会災事医 27.東北地方太平洋沖地蜜にお付る病院又は齢療所の
21 :00地区医師会発送済〕 療チーム(JMAT)派遣について 聞での医蔵品及び医療機器の融通について
(4)東京電力による「輪番停竃」の実施について (災21)(3月16日(水〕地区医師会発送済) (災36)(3月18日(金)地区医師会発送済)
(挽4報・災6)(福祉保健局)(3月14日(月) 13東北地方太平洋沖地震災害に伴う燃料の安定破保 28.東北地方太平洋沖地震災害に伴う東京都医師会対
11・20地区医師会発送済) について 策本部股置等について
(5)東京電力による「輔番停電」への対応について (災22)(3月17日(木)東京都腹会自由民主党発送済) (災37)(3月18日(金)地区医師会先送済)
(第5柑・災7)(地域福祉事E同会新田園夫宮署員 14.緊急通行車両碕箆栂章の発行等について 29東北地方太平洋沖地震の被災に伴う医薫晶の長期
長)(3月14日(用)1: 45地区医師会発送済) (災23)(3月17日(木)地区医師会発送済) 処方の自鯖及び分割問剤の考慮帽について
(6)東京電力による「輔醤停電Jの実施について 15.東京電力及び東北電力による計画停電に伴う白旗 (災38)(3月18日(金)地区医師会発送済)
(第B報・災8)(稿祉保健局)ー訂正版ー(3月 発電燃料の供舶について 30東北地方太平洋沖地震及び長野県北部の地震によ
14日〔月)4:30地区医師会発送済) (災24)(3月17日(木)地区医師会発送済) る被災者に係る一節負担金等の取り扱いについて
(7)煎京電力による「輸蓄停電」の実施について 16.東北地方太平洋沖地震により被災した被保険者に (福島原発事故による選雛者)
(偉7報・ 災9)(東京消防庁)(3月14日(月〕 係る一節負担金導及び保険料の取り級いについて 〔災39)(3月18日(金)地区医師会発送済)
12: 15地区医師会発送済) (災25)(3月17日(木)旭区医師会発送済) 31.都立範段への遜雛者の緊急受け入れに伴う医療機
(8)取京電力による「輸醤停電」の実施について 17.東北地方太平洋沖地震及び畏野県北部の地震によ 関受惨に関する悔力依頼について
(第8報・ 災10)(東京消防庁)(3月14日(月〕 る彼災者に係る一部負担金等の取り扱いについて (災40)(3月18日(金)関係医師会党送済)
12: 30地区医師会発送済) (災26)(3月17日(木)地区医師会発送済) 32.放射線被ばくに関するQ&Aの送付について(回答)

3.平成23年東北地方太平洋沖地震による被災者に 18.東北地方太平洋沖地震に伴う労災惨療の取り鍛い (災41)(3月18日(金)地区医師会見iA済)
係る被保険者証等の鍵示及び公費負担医療の取り について 33.政射線の健康への膨響に関する相般について
扱いについて (災27)(3月17日(木)地区医師会先送済) (災42)(3月19日(土)地区医師会先送済〕
(災2)(目医)(3月13日(日)12:10地区医師会発送済) 19.平成23年東北地方太平洋沖地震及び長野県北部 34.厚生労働省事務連絡「福島県内からの患者の受け入
4.今般の計画停電に伴う冷所保存のワクチン等の取 の地震の被災に伴う保険惨療関係等の取り級いに れについて(依頼)Jの送付について
り級いについて ついて (災43)(3月20日(日)地区医師会発送済〕
(災11)('情報提供)(3月14日(月)地区医師会発送済) (災28)(3月17日(木)地区医師会発送済) 35.東北地方太平洋沖地震及び畏野県北郁の地震によ
5.東京電力の計画停電の実胞に伴う断水、濁水の発 20.災害時におけるMR装置の安全管理について(周知 る被災者に係る一節負担金辱の取り狙いについて
生に閲する件 依頼) (その2)
(災14)(東京都水道局)(3月15日(火)地区医師会発泡済) (災29)(3月17日(木)地区医師会発送済) (災44)(3月20日(日)地区医師会発送済)
6 東京郡医師会東北地方太平洋沖震災対策本節の活 21平成23年東北地方太平洋沖地震における工業用 36チラーヂンS錠、チラーヂンS散、チラーヂン末{レ
動について ガスボンベを医療用ガスボンベとして使用すること ポチロキシンナトリウム)の供給状況並びに畏期自
(災15)(3月15日(火)地区医師会発送済) について{周知依頼) 粛の考慮について
7. 会長メッセージ「東京郷医師会の皆織へ」一国際に (災30)(3月17日(木)地区医師会発送済) (災45)(3月20日(日)地区医師会姥送済)
あたり医療者の力を結集してください.ーの送付に 22東北地方太平洋沖地・緩鍍金のお願い 37平成23年東北地方太平洋沖地震における処方筆
ついて (災31)(3月17日(木)地区医師会発返済) 医藁晶(医療用麻事及び向精神蟻)の取り鍛いにつ
(災16)(3月15日(火)地区医師会発送済) 23.東北地方太平洋沖地贋に伴う予防接種の取りmい いて
8 人工呼吸器を利用する在宅医療患者の緊急相続窓 について (災46)(3月20日(臼)地区医師会発送済)

東京都内の 医療救護活

動 組織には、 東 京 都と連

携 して活動する東 京都医

師 会医療救 護 班、 東 京

DMA丁、 国の日 本DMAT
等 がある。 今回の大震災では3月11日午後 2時45分己

ろの発 生直後 から、九段会館 の天 井崩落現場、町田市

大 型量販!苫倒壊 現 場 への出動を始 め、翌未明までに各

隊が続 々と被災 現 場へと出発 した。東 京都と東京 都 医

師 会では宮城県 からの出動要請に基づき、被害が甚 大

Tごった気仙沼 市を中心とした地域 に東京消防庁緊急救
助 隊、東京 都 医 師 会医療 救護班、東京DMAT10チー
ムを送 りだした。 現地では被災 者のヘリによる患者 搬

送、医療拠点となった気仙沼市立 病院の支援、各避 難

所の救 援にあたった。活動は道路損壊 、食料 ・医薬 品 ・

車 両 燃 料の不足、寒冷地でのテン卜滞 在などで困難を

極 め、特に分散した各隊の通信 がままならず、数少 な

いトラ ンシーバーに頼る状態との報告が寄せられ、後

発 隊にも充分な自己完結装備や物資が必要なことが伺

える。今後は救命救助から、避難場 所 等 での一 般 医療

の 提供や健康管理に医療ニーズが移行していくため、

医療救 護 も多班が交代で支援を継続する体制が求めら

れることになる。 日本医師会では、今後各都道府県医

師会から1日100チームの出動を目標に災 害医療チーム
(jMAT)を組織 し支援するとしているが、本 会でもこの
枠組みの中で希望者を募集し、 日本医 師 会、東京都と

連携のうえ、 出動地の 選 定、 出 勤 者の安全確保を図 り

つつ活 動を継続、拡充していく予定である。

東京都医師会医療救護班、

東京DMATが即応

【娠込先】

[銀行 名]三菱東京 UFJ銀行
[口座番号]普通0217526

[口 座 名]社団法人 東京都医師会東北地方太平洋沖地震義鍍金口会長鈴木聴男

娠込口座l志、 f都医東北義援金Jと省略も可
受付期間 :平成 23年 3月17日から

※税務よの取り扱いについては、現時点では法人の場合は「指定寄付金Jの対訟ではありませんが、「一般寄付金』

の対象となります。また、個人の場合には『特定寄付金』には該当しませんので健除の対象とはなりません.

神保町支庖
-義援金の募集
被災地医師会の復興支媛、並びに地

域医療再生のため護援金を呼びかけて

いる。

つきましては、右記により毅緩金を

受け付けているので本趣旨をと理解を

いただき会員のと協力をお願いする。

.災害医療チームの募集
日本医師会長から東北地方太平洋沖地震における医療班の派遣依頼が

あった。希望する会員は、所属の地区医師会へ所定の用紙で登録願いたい。

原則として班(医師一名、看護師二名、事務等一名)の編成であるが、

単独でも可能である。この度の医療救護活動は長期期間になることが予想

されるので、事与禦期聞は区切ることなく随時登録を受け付ける。現地の受

け入れ体需IJ.要望があり次第、連絡をする。

選
管
設
置
を
決
定

3
選
挙
事
務
管
理
の
一
層
の

公
平
性
を
期
す
る
た
め

3

き
な
い
等
の
規
則
を
定
め
た
。
日

医
代
議
員
の
選
出
方
法
は
、
今
ま

で
の
半
数
内
連
記
記
号
式
投
票
を

定
数
内
連
記
記
号
式
投
票
に
改
め

る
。
会
長
の
当
選
人
は
有
効
投
票

の
最
多
数
を
得
た
者
と
し
て
い
た

現
行
の
飢
則
を
、
有
効
投
京
の
一

分
の
以
よ
の
得
票
を
得
た
者
に

改
め
る
。
現
行
の
定
款
の
も
と
で

行
わ
れ
る
四
月
の
役
員
等
選
挙
か

ら
と
の
改
正
案
を
適
用
す
る
」
と

改
正
内
容
が
説
明
さ
れ
た
。
定
款

施
行
規
則
運
用
上
の
問
題
に
つ
い

て
質
疑
応
答
の
の
ち
、
採
決
が
行

わ
れ
、
賛
成
多
数
で
選
簡
設
国
案

は
可
決
さ
れ
た
。

第
2
7
0
回

臨
時
代
議
員
会
開
催

第
二
百
七
十
回
(
臨
時
)
代
議

員
会
が
二
月
十
七
日
、
都
医
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

鈴
木
聴
見
会
長
は
挨
般
の
中
で

「
都
庚
は
公
益
社
団
法
人
認
定
に

向
げ
て
定
款
、
定
款
施
行
規
則
な

ど
の
改
一
止
を
進
め
て
お
り
、
平
成

二
十
四
年
の
夏
ま
で
に
閉
請
を
行

う
予
定
で
あ
る
D

本
会
が
行
う
選

挙
の
事
務
官
理
は
、
理
事
会
で
は

な
く
、選
挙
管
理
委
員
会
(
選
管
)

が
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

代
議
員
会
で
出
さ
れ
た
。
定
款
等

改
正
検
討
特
別
委
員
会
に
諮
問
し

た
と
こ
ろ
、
公
益
社
問
法
人
を
目

指
す
本
会
に
と
っ
て
、
選
挙
事
務

管
理
の
い
っ
そ
う
の
公
平
性
を
期

す
る
た
め
、
選
管
を
設
置
す
べ
き

で
あ
る
と
の
答
申
が
提
山
さ
れ
た

の
で
、
本
日
は
こ
の
点
に
つ
キ
海

副
し
て
い
た
だ
き
、
四
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
役
員
等
選
挙
に
間
に

合
わ
せ
た
い
」
と
述
べ
た
。

特
別
委
員
会
の
森
久
保
雅
道
副

委
員
長
よ
り
定
款
施
行
周
則
「
第

七
章
選
挙
」
に
つ
い
て
、
選
挙
事

務
の
管
理
、
選
挙
方
法
、
選
単
一
の

執
行
、
当
選
人
な
ど
に
つ
い
て
の

答
申
が
報
告
さ
れ
た
の
ち
、
第

一

]
可
議
案

一
東
京
都
医
師
会
定
款
施

行
規
則
の
改
正
に
関
す
る
件
が
上

程
さ
れ
た
。
玉
木
一
弘
総
務
P
E「

理
事
よ
り
、
「
選
簡
を
設
置
し
、

委
員
は
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
内

二
名
選
出
す
る
。
委
員
は
都
医
役

員
、
医
道
審
議
委
員
、
日
医
代
議

員
、
口
医
予
備
代
議
員
を
兼
務
で

~ I 四
年 I ~
度 | 者I~

湾|市
崖|の

函|医

聾|首
~I題
医11:プ
師|ろ
去|い

懇|て
撚|音
ft"'.N I "1.:0戸、

蚕|見
..... 1 __.L占

開|釜
催11天

川
十
成
.
一
十
二
年
度
湾
岸
四
都
市

医
師
会
懇
談
会
が
二
刀
二
十
五

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
千
葉
市
医
師
会
か
ら
六
名
、

横
浜
市
医
師
会
か
ち
三
名
、
川
崎

市
医
師
会
か
ち
七
名
の
役
員
が
、

木
会
か
ら
は
鈴
木
会
長
、
内
藤
、

清
水
両
副
会
長
、

zh木
、
江
本
各

理
事
が
出
席
し
、
湾
岸
を
取
り
巻

く
大
都
市
の
医
療
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

車
内
会
か
ち
の
会
務
現
況
報
告
の

後
、
本
会
の
江
本
珂
事
が
「
都
市

に
お
け
る
救
急
医
療
に
つ
い
て

!
東
京
の
創
状
報
比
巴
と
題
し
講

演
を
行
っ
た
。
東
京
で
は
平
成
十

年
か
ら
の
十
年
で
救
急
搬
送
霊
官

数
が
高
齢
者
を
巾
心
に
初
偽
情
加

し
て
い
る
一
方
、
救
急
医
療
機
関

数
は
四
円
十
一
か
ち
三
百
三
十
五

機
関
に
減
少
し
て
い
る
。
東
京
都

指
定

一次
救
急
医
療
機
関
は

二
百
五
十
九
施
設

(七
百
三
卜
九

床
)
が
指
定
さ
れ
、
民
間
病
院
が

そ
の
大
部
分
を
伺
い
、
休
円

・
全

夜
間
帯
に
お
い
て
作
間
白
七
十
万

人
を
診
療
し
疲
弊
し
て
い
る
。
適

確
な
病
床
利
用
と
搬
送
の
円
滑
化

を
目
指
し
て
、
平
成
二
十

一
年
八

月
か
ら
導
入
さ
れ
た
救
急
搬
送

「
東
京
ル
l
ル
」
の
実
績
で
は
、

搬
送
選
定
困
難
事
例
は
6
・
-
働

か
ら
2
・
4
物
に
減
少
し
た
。
三

次
収
急
は
二
五
施
設
で
全
搬
送
数

の
約
4
物
キ
乞
白
め
、
過
去
立
年
で

m

M
W
以
上
の
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
特
殊
救
急
と
し
て
、
周
産

期
、
熱
傷
救
急
、

c
c
u、
急
性

大
動
脈
等
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ

か
、
脳
卒
巾
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
し
て
い
る
。
特
に
C
C
U

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
雌
史
と
実
績
は

顕
著
で
、
心
筋
梗
塞
治
療
技
術
の

向
よ
も
あ
る
が
、
死
亡
率
は

.
九
八
一
年
の
初

・
5
物
か
ら

一O
O八
年
の

5
・8
M
W
に
減
少

し
て
い
る
。
脳
卒
中
低
療
連
携
シ

ス
テ
ム
で
は
百
五
十
八
医
療
機
闘

が
認
定
さ
れ
参
加
し
て
い
る
。
平

成
二
十
二
年
の
二
月
の
検
証
で

は
、
救
憩
隊
に
よ
る
ト
リ
ア
l
ジ

に
お
い
て
、
脳
卒
中
で
な
い
と
判

断
し
た
陰
性
的
巾
率
的

・
3
傷、

疑
い
と
判
断
し
た
陽
性
的
中
率

印
・
6
物
で
崖
好
な
結
胤
を
得
て

お
り
、
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
善
に
よ
り
精
度
向
上
を
同
指
し

て
い
る
。

ま
た
「
東
京
ル
l
ル
」
や
特
殊

救
急
と
と
も
に
、

#
7
1
19
に

よ
る
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

の
利
用
実
績
も
急
増
し
て
お
り
、

救
急
医
療
体
制
全
休
の
改
善
に
貢

献
し
て
い
る
な
ど
の
報
開
が
行
わ

れ
た
。
次
年
度
は
千
葉
市
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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率~
東
京
都
の
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
構
想

認
知
症
に
対
し
て
、
同
の
取
り

組
み
は
「
認
知
症
の
医
療
と
生
活

の
質
を
高
め
る
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
報
告
書
(
平
成
二
十
年
七
月
)

の
な
か
で
、
認
知
症
の
支
援
に
お

け
る
医
療
と
介
護
の
連
携
の
重
要

性
を
強
調
し
、

「早
期
診
断
の
推

進
と
適
切
な
医
療
の
提
供
」
を
今

後
の
施
策
の
庁
向
性
と
し
て
提
示

し
て
い
る
。
そ
む
り
を
受
け
、
東

京
都
で
は
認
知
応
の
人
が
急
速
に

増
加
す
る
な
か
、
グ
医
療
機
関
岡

土
の
連
携
ヘ
さ
ら
に
は
H

医
療

と
介
護
の
連
携
の
仕
組
み
が
不
十

分
が
と
現
状
分
析
し
、
認
知
症
に

お
け
る
庚
療

・
介
護
連
携
の
推
進

役
と
な
る
認
知
症
疾
患
伝
療
セ
ン

タ
ー
を
都
内
の
二
次
保
健
医
療
固

に

一
カ
所
を
基
本
と
し
て
設
置

し
、
認
知
症
と
身
体
症
状
の
双
方

に
切
れ
回
の
な
い
医
療
支
援
体
制

と
地
域
に
お
け
る
連
携
休
制
の
構

築
を
回
指
し
て
い
る
。

東
京
都
に
お
け
る
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
骨
子

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
専
門
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
一
①
専
門
医
療
相
談
②
鑑
別

診
断

・
初
期
対
応
③
身
体
ム
門
併

症

・
周
辺
症
状
へ
の
対
応

医
療
と
I
T
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

[シンポジウムの様子を 1
Ustreamで放送 」

性 l云進は木 会担のでテ宅ポ ，E
塑療享二聴嬢争 当 含開 l 医~~平

屋ひ♂歪器官若草詰讐定雪Zき竺
がいと主出立て連夜れ者s1 '- 1 
成て慢 |手早 つい絡|戻た I莞 T が T _" 
りは性原告たる協師 。会 」「 シ年
立 急期が長鈴 口議会乙館を在ン度

た
な
い
」
と
述
べ
、
在
宅
医
療
の

重
要
性
を
強
調
し
、

I
T活
用
の

有
用
性
に
言
及
し
た
。

ま
た
、
横
合
議
武
田
医
副
会
長

よ
り
来
質
山
快
勝
で
「
日
医
で
は
厚

労
省

・
経
産
省
宇
却
に
な
ち
な
い

よ
う
個
人
情
報
保
護
を
第

一
に、

医
療
情
報
関
連
事
業
を
進
め
て
い

る
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

大
橋
克
洋
都
医
理
事
か
ち
は
、

都
医
電
子
書
庫
に
部
医
か
ら
発
信

し
た
情
報
を
す
べ
て
集
積
し
、
過

去
の
情
報
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

地
灰
医
師
会
長
連
絡
協
議
会
な
ど

白
地
域
連
携
の
推
進

機
関
と
し
て
の
役
割

一

①
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

に
よ
る
地
域
連
携
体
制

の
構
築
②
地
域
包
括

文
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
の
強
化
③
家
族
会

と
の
連
携
④
自
治
体

の
取
り
組
み
と
の
連
携

C
人
材
育
成
機
関
と
し
て
の
役

割
一
①
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
師
、

看
護
師
の
育
成
②
地
域
に
お
け

る
医
師
等
へ
の
研
修

乙
れ
ち
の
構
想
で
も
、
既
一
仔
の

病
院
を
活
困
す
る
こ
と
が
前
提

で
、
制
時
点
で
は
認
矧
恒
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
に
専
門
の
連
携
担
当

者
を
配
置
す
る
と
こ
ろ
か
ち
始
ま

る
。
そ
の
担
当
者
か
ち
劇
場
の
情

報
が
発
信
さ
れ
施
策
に
還
元
で

き
、
こ
れ
ち
の
取
り
組
み
は
、
今

後
認
知
症
対
策
の
重
要
な
礎
と

な
る
。

さ
ま
ざ
ま
恕
医
療
・
介
護
資

源
と
の
連
携
の
要
と
し
て
の

へ
の
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
こ
の
「
医

療
と

I
T
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は

cm可
申
告
で
地
区
医
師
会
に
流
さ

れ
て
い
た
。

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
各
発
表

が
始
ま
っ
た
。
小
林
毅
医
療
情

報
検
討
委
員
会
委
員
に
よ
る

「東

京
都
医
師
会
員
に
お
け
る
I
T利

用
状
討
の
変
遷
」
で
は
、
会
員
の

出
物
が
診
療
中
に
レ
セ
コ
ン
、
電

子
カ
ル
テ
以
外
の
I
T機
山
簡
を
使

用
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
も
医
療

機
関
情
報
の
取
得
、
医
療
文
献
の

検
索
等
、
す
で
に
多
く
の
会
員
が

イ
ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
を
日
常
診
療
に

活
用
し
て
い
る
疫
が
伺
え
た
。
自

か
か
り
つ
け
匡
の
役
割

地
域
の
か
か
り
つ
け
医

・
か
か

り
つ
け
医
機
能
は
、
こ
の
構
想
で

も
そ
の
根
幹
を
な
し
、
多
職
種
と

の
切
れ
目
の
な
い
顔
の
見
、
え
る
連

携
が
必
夏
で
、
そ
の
基
棉
と
な
り

う
る
医
師
会
の
果
た
す
役
割
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。

患
者
怒
ら
び
に
家
族
介
麗
者

へ
の
ザ
ポ

l
タ

l

認
知
症
家
族
介
護
者
の
会
は
、

認
知
市
の
早
期
か
ち
認
知
症
の
人

と
家
放
介
護
者
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
『
つ
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
存
布
は
十
分
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
医
師
会
の

認
知
位
相
談
窓
口
に
し
て
も
広

報
が
少
な
く
、
有
効
に
活
用
が
な

さ
れ
て
い
な
い
乙
と
な
ど
か
ら
、

行
政
の
強
力
な
広
報
が
期
待
さ

れ
る
。
今
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
日

頃
か
ら
高
齢
者
を
診
療
し
て
い
る

先
生
方
の
努
力
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

院
の
ホ
l
ム
ペ
1
ジ
開
設
率
は
平

成
二
十
一
一
年
に
は
臼
物
と
、
豊
十
数

へ
増
加
し
て
い
る
。

青
木

一
哉
同
委
員
会
委
員
に
よ

る
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
I
T利
用
状
況
調
査
」
で

は
、
簡
単
な
メ
l
ル
を
利
用
し
て

山患
者
の
状
態
ゼ
一
医
師
に
報
告
す
る

こ
と
は
行
っ
て
い
て
も
、
包
指
的

な
シ
ス
テ
ム
噂
入
に
は
至
っ
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

新
宿
ヒ
ロ
ク
リ
ニ

ッ
ク
英
裕

雄
院
長
か
ら
は

「十
代
宅
医
療
に
お

け
る
電
子
カ
ル
テ
利
用
の
有
用

性
」
で
O
R
C
A
と
オ
ー
プ
ン

ソ
l
ス
電
力
ル

O
Bロ
ロ
c
一芸宮、

さ
ち
に
各
種
書
類
発
行
シ
ス
テ
ム

の
独
自
闘
発
を
用
い
た
在
宅
用
者

第

4
回
常
任
理
事
会

第
2
回
理
事
会

"
看
護
師
・
准
看
護
師
の
試
験
日
を
別
に
す
る
“
な
ど
諸
議
題
を
協
議

関
東
甲
儒
越
連
合
会
の
鈍
凶
回

常
任
理
事
会
な
ら
び
に
第
.
一
回
珂

事
会
が
、
一
月
十
九
H
、
埼
主
県

院
の
当
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

常
任
理
事
会
で
は
、

w」
番
県
の
金

井
会
長
の
挨
勝
に
続
き
、
平
成

二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い

て
同
じ
く
当
帯
県
民
の
鈴
木
副
会

長
よ
り
①
医
療
政
策
部
会
、
②
珂

事
の
選
出
、
③
関
東
甲
情
越
地
方

社
会
保
険
医
療
協
議
会
委
員
に
関

わ
る
選
出
方
法
の
一
部
芝
山

(臨

時
委
員
の
追
加
委
嘱
)
に
つ
い
て

な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
①
平
成

二
十
三
年
度
関
東
甲
円
越
医
師
会

連
合
会
の
諸
会
議
の
予
定
に
つ
い

て
、
次
期
当
番
県
医
の
藤
森
千
葉

県
民
師
会
長
よ
り
提
案
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。
②
看
護
師
国
家
試
験

日
と
准
看
護
師
試
験
日
に
つ
い
て

長
野
県
医
よ
り
議
事
の
提
山
が
あ

り
、
看
護
師
と
准
看
護
師
の
試
験

円
が
同

一
日
で
あ
る
の
は
受
験
者

に
と
っ
て
試
験
の
チ
ャ
ン
ス
が

一

回
し
か
な
く
、
不
合
格
に
な
っ
た

場
《
は

一
年
間
無
資
格
で
過
ご
さ

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
報
告
が

あ
っ
た
。

睦
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
朝
比
余
完

院
長
か
ち
は
、
無
料
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
の
サ
イ
ボ
ウ
ズ
L
i
v
e
を
利

用
し
て
電
子
掲
示
板
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
使
い
、
山
患
者
名
を
冠
し

た
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
患
者
ご
と

に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
限
定
し
て

使
同
す
る
報
白
が
行
わ
れ
た
D

モ
バ
イ
ル

・
ツ
l
ル
の
進
歩
に

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
有
効
一
円
用

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
生
徒

に
と
っ
て
不
幸
で
あ
る
。
試
験
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
別
々
に
行
っ

て
ほ
し
い
胃
の
検
討
議
題
が
提
出

さ
れ
、
理
事
会
に
お
い
て
協
議
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
③
そ
の
他
と

し
て
、
関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合

会
の
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
諸

会
議
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

続
い
て
会
場
を
移
し
、
錦
二
日

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
同
じ
く
令

井
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
常
任

理
事
会
に
お
い
て
協
議
し
た
議
事

に
つ
い
て
報
間
が
行
わ
れ
求
認

さ
れ
た
。
な
お
、
看
護
師
国
家
試

験
H
と
准
看
護
師
試
験
日
の
議

事
に
つ
い
て
は
一
開
発
な
協
議
が

行
わ
れ
、
そ
の

結
以
あ
ち
た
め

て
当
番
県
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
珂

事
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。
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し
た
任
宅
で
の
I
T利
用
は
、
今

後
ま
す
ま
す
増
、え
る
で
あ
ろ
う
。

地区医師会長
連絡協議会報告

認
知
症
医
療
に
お
け
る

新
た
な
対
策

認
知
症
対
策
は
、
医
療
・
介
護
の
連
掠
が
不
可
欠

で
、
今
後
高
齢
化
率
が
急
速
に
上
舛
し
て
い
く
な

か
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
総
合
力
が

一
層
間
わ

れ
て
く
る
。

鈴
木
都
医
会
長
は
挨
拶
の
中
で

法
人
化
に
つ
い
て
触
れ
た
。「
都

医
は
公
益
法
人
化
を
目
指
す
こ
と

が
十
七
日
の
代
議
員
会
で
決
定
さ

れ
た
。
定
款

・
施
行
細
則
を
答
巾

書
に
基
づ
き
訂
F
す
る
作
業
を
進

め
て
い
く
。
平
成
二
十
四
年
皇
別

に
申
請
予
定
で
あ
る
。
地
区
医
師

会
が
公
諮
法
人
化
あ
る
い
は

一
般

法
人
化
に
進
む
か
、
都
医
は
最
後

の
作
業
を
終
了
す
る
ま
で
協
力
を

す
る
。
作
業
の
過
程
で
、
医
師
会

の
事
業
の
役
劃
と
責
任
が
明
確
に

な
っ
た
。
会
員
の
診
療
の
支
援
と

な
る
よ
う
地
区
戻
師
会
な
ら
び
に

都
医
は
努
刈
す
る
」
と
述
べ
た
0

0
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

(
一
)
第
二
十
八
同
円
本
医
学
会

総
会
参
加
登
録
の
ご
案
内
な
ら
び

に
「
学
術
講
演
案
内
」
の
送
付
に

つ
い
て
。
事
前
参
加
登
録
は
東
京

の
目
標
が
六
、
0
0
0名
に
対
し

現
住
一

一、
九
七

O
名
。
登
録
締
切

U
が
延
長
さ
れ
一.
月
二
卜
八
日
に

な
っ
た
。
F
A
Xで
讃
録
す
る
h

法
も
追
加
さ
れ
た
。

(
二
)
資
料

「危
機
に
さ
ら
さ
れ

る
日
本
の
医
療
」
の
法
付
に
つ
い

て
。
円
医
は
日
本
の
国
民
皆
保
険

制
度
を
崖
侍
と
、
公
的
保
険
範
囲

の
さ
ち
な
る
充
実
を
目
指
す
が
、

制
制
制
度
改
革
に
関
す
る
問
題
等

を
解
説
し
た
。
T
P
Pは
、
外
国

人
医
師
の
受
貯
入
れ
に
も
拡
大
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
病
院
が

外
資
系
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
問
題
が
あ
る
。

(
三
)
全
国
健
康
関
係
主
管
課
長

会
議
資
料

(が
ん
対
策
)
に
つ
い

て
。
大
腸
が
ん
検
診
推
進
事
業
平

成
二
十
三
年
度
予
算
案
内
卜
一
億

円
案
①
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
検
診
手
帳

等
の
送
付

②
受
診
希
望
者
に
対
し
、
検
査

キ
ッ
ト
、
問
診
票
等
の
送
付

今
後
予
算
が
週
、
過
す
れ
ば
実
施

要
項
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
四
)
在
宅
難
病
患
者
訪
問
診
療

事
業
に
つ
い
て
。
出
席
者
か
ろ
章
一

症
心
身
障
害
児
も
合
わ
せ
て
仕
宅

訪
問
診
療
を
事
業
化
す
る
要
望
が

あ
っ
た
。

(
五
)
か
か
り
つ
け
医
認
知
症
対

応
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
耐
修

の
追
加
募
集
に
つ
い
て

(
セ
ン

タ
ー
と
地
域
ケ
ア
の
連
携
体
制
の

構
築
)。

(六
)
認
知
症
朕
思
医
療
セ
ン
タ
ー

の
設
国
に
つ
い
て
。
出
席
者
か
ち

病
院
へ
認
知
症
墨
由
を
紹
介
し
て

も
長
期
間
符
た
さ
れ
る
現
状
の
課

題
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。

。
地
区
医
師
会
か

5
の
報
告

(
一
)
山中
央
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
ニ
ト
三
年
度
文
京
区

・
子
ど

も
の
任
意
予
防
接
種
制
度
の
拡
充

の
件
に
つ
い
て
。

(
小
十円
川
医
)

(
ニ
)
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

学
術
講
演
集

(第
十
一
巻
)
・
中

野
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

(第
ご
同
)

に
つ
い
て
。

(

中
野
町
れ
医
)

会
己
峨
陶
ブ
ロ
ッ
ク

品
川
区
の
有
熱
者
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
。

(

品
川
区
戻
)

O
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

。
そ
の
他



今
後
の
活
用
に
大
き
な
期
待

一

戸正面函石一一

東
京
都
医
師
会
と
北
多
摩
医
師

会
を

w
e
bで
つ
な
ぐ
映
像
会

議
が
二
月
二
十
二
日
に
開
催
さ

れ
た
D

今
回
の
映
像
会
議
は
、
北
多
摩

医
師
会
か
色
新
田
園
夫
北
多
摩
医

師
会
長
ほ
か
理
事
十
一
名
、
北
多

摩
医
師
会
構
成
の
十
市
医
師
会
長

が
出
席
す
る
理
事
会
に
都
医
か
ち

鈴
木
会
長
、
玉
木
理
事
が
参
加
し

て
試
験
的
に
実
掘
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
鈴
木
会
長
は
、

「
今
回
の
映
像
会
議
は
画
期
的
な

も
の
で
あ
り
、
医
師
会
の
歴
史
に

w
e
b映
像
会
議
行
わ
れ
る

お
い
て
新
し
い
ぺ

1
ジ
を
聞
く
も

の
で
あ
る
。
今
後
は
担
宣
理
事
連

絡
会
、
講
習
会
お
よ
び
研
修
会
な

ど
に
使
い
、
地
区
医
師
会
等
に
映

像
配
信
を
行
い
た
い
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
玉
木
理
事
は
先
日

開
催
さ
れ
た
代
議
員
会
に
お
い
て

設
置
が
承
認
さ
れ
た
選
挙
管
理
委

員
選
出
の
お
願
い
、
お
よ
び
次
年

度
の
本
会
事
業
計
画
の
主
要
事
項

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
新
田
北
多
摩
医
師
会

長
、
鈴
木

・
中
島
両
副
会
長
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
小
平
市

・
奥
村

摘
さ
れ
た
が
、
乙
れ
か
ち
の
担
当

理
事
連
資
耳
、
講
習
会
お
よ
び
研

修
会
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

秀
氏
、
東
村
山
市

・
今
井
均
氏
、

小
金
井
市

・
丸
茂
恒
二
氏
、
国
立

市
・松
尾
一
久
氏
、
武
蔵
村
山
市
・

押
切
勝
氏
、
昭
島
市

・
大
田
県

也
氏
、
東
大
和
市
・内
野
秀
治
氏
、

狛
江
市

・
万
納
寺
栄
一
氏
、
清
瀬

市

・
宇
都
宮
篤
司
氏
の
各
十
市
医

師
会
長
の
紹
介
、
お
よ
び
北
多
摩

医
師
会
理
事
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

映
像
会
議
は
閉
会
し
た
。

今
回
の

w
e
b映
像
会
議
は
試

験
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

映
像
の
解
像
度
、
音
声
出
力
、
専

用
回
線
の
有
無
等
、
改
良
点
が
指

活
動
実
績
の
報
告
ほ
か

S
N
S
可
能
性
の
検
討
も

浅
草
医
師
会
の
担
当
で
、
中
央

ブ
ロ
ッ
ク
広
報
担
当
珂
事
連
絡
会

が
二
月
十
六
日
、
浅
草
の
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
。

担
当
医
師
会
で
あ
る
椿
哲
朗

浅
草
医
師
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
都
医
の
野
津
原
宗
広
報
担

当
理
事
は
雑
誌
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ホ
ー

ム
ペ

1
ジ
な
ど
の
体
裁
が
変
わ
っ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

都
民
公
開
講
座
は
昨
年
か
ち
F
M

東
京
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
木
曜
朝

に
卜
五
分
間
の
番
組
を
持
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
四
月
に
行
わ
れ
る
医

学
会
総
会
に
先
立
ち
間
的
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
た
こ
と
や
、
医
学

会
総
会
期
間
中
に
キ
ッ
ズ
ホ
ス
ピ

タ
ル
ラ
ン
ド
を
都
医
ブ
l
ス
で
実

施
す
る
乙
と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
都
医
の
永
井
博
典
広
報

委
員
は
「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
に
関
し

て
も
っ
と
会
員
か
ら
の
反
識
が
欲

し
い
。
本
当
に
読
ま
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
?
忌
惜
の
な
い
意
見

が
い
た
だ
け
れ
ば
さ
ら
に
良
い
発

行
物
が
で
き
る
に
違
い
な
い
」
と

語
っ
た
。

そ
の
後
持
ち
回
り
の
順
番
に
、

各
地
区
医
師
会
の
広
報
担
当
者
か

ち
行
政
と
の
関
わ
り
の
工
夫
、
区

民
へ
の
啓
発
活
動
、
歯
科
医
師
会

や
薬
剤
師
会
と
共
同
の
医
療
マ
ッ

プ
の
作
成
お
よ
び
会
員
へ
の
情
報

伝
達
手
段
な
ど
、
地
区
ご
と
の
工

夫
や
問
題
点
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。
最
後
に
担
当
の
浅
草
医
師
会
か

ら
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
S
N

S
F
3巳

g
Z
2
r
m
-
m
E
)
が

披
露
さ
れ
た
。
最
近
で
は
一
般
企

業
で
も
社
内
S
N
Sを
使
用
す
る

会
社
が
増
え
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
で
は
管
理
が
大
変
で
あ

る。

S
N
Sは
一
方
通
行
で
は
な

く
双
方
向
で
の
通
信
が
可
能
で
、

一
カ
所
に
勢
揃
い
を
し
て
の
会
議

が
必
要
で
な
く
、
居
な
が
ら
に
話

し
合
い
が
持
て
る
な
ど
仕
事
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
に
も
一
助
を
得

て
い
る
と
の
と
と
。
現
実
問
題
と

し
て
、

I
T
に
簡
単
に
接
す
る
こ

二
月
十
九
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
矢
島
映
夫
元
都
医
副
会
長
の
旭

日
盤
光
章
受
章
を
祝
『
つ
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
。
矢
島
先
生
は
長
く

中
野
区
医
師
会
、
璽
京
都
医
師
会

で
活
躍
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

叙
勲
に
至
っ
た
。

章
晴
明
中
野
区
医
師
会
長
の

発
起
人
代
表
挨
拶
で
は
、
中
野
区

医
師
会
に
お
け
る
多
大
な
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
応
急
診

療
事
業
、
難
病
事
業
な
ど
地
域
医

療
へ
の
貢
献
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
く
、
正
直
こ
の
紙
面
で
は
紹
介

し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

続
い
て
鈴
木
聴
男
都
医
会
長
は

東
京
都
医
師
会
で
の
活
躍
、
乙
と

に
東
京
都
医
療
機
関
情
報
シ
ス
テ

ム
ひ
ま
わ
り
の
立
ち
上
げ
、
広
報

担
当
理
事
と
し
て
の
活
躍
に
つ
い

て
、
そ
の
功
績
を
都
民
か
ら
の
手

紙
を
紹
介
し
な
が
ち
述
べ
た
。

そ
の
後
も
田
中
大
輔
中
野
区

長
、
杉
村
栄
一
票
尽
都
福
祉
保
健

局
長
、
今
村
聡
日
医
常
任
理
事
、

唐
津
梓
人
前
日
医
会
長
、
佐
々
木

健
雄
元
都
医
会
長
と
お
祝
い
の
言

葉
が
続
い
た
が
、
医
師
会
活
動
だ

け
で
な
く
音
楽
活
動
や
野
球
と

い
っ
た
趣
味
の
広
さ
と
、
周
囲
に

人
材
が
集
ま
る
そ
の
人
と
な
り
が

紹
介
さ
れ
た
。

お
孫
さ
ん
に
よ
る
花
束
贈
呈
の

後
の
矢
島
先
生
の
謝
辞
は
令
夫
人

へ
の
謝
辞
で
、
い
か
に
も
先
生
ち

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

福
井
光
曹
元
都
医
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
祝
宴
に
移
っ
た
。
こ
の

閣
も
石
川
恭
三
杏
林
大
学
名
誉
教

授
、
川
井
し
げ
お
都
議
会
議
員

と
祝
辞
が
続
き
、
弓
倉
整
都
医

理
事
と
日
本
大
学
医
学
部
室
内
ア

ン
サ
ン
プ
ル
の
演
奏
も
花
を
添
-
え

た
矢
島
先
生
の
都
匪

で
の
功
績
は
多
々
あ

る
が
、
担
当
理
事
と

し
て
都
医
の
広
報

活
動
を
大
き
く
変

え
た
こ
と
で
あ
る
。

中
で
も
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
の
立
ち
上
げ
と
一

般
向
け
広
報
誌
「
元

気
が
い
い
ね
」
の
創

刊
は
衆
目
の

一
致
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
巾
学
三
年
生
に
解

る
よ
う
に
書
け
」
と

い
う
の
が
先
生
の
口

癖
で
あ
り
、
み
ん
な

が
読
ん
で
く
れ
る
も

の
を
と
い
う
信
念
で

も
あ
り
、
広
報
委
員

鈴
木
会
長
、
都
医
へ
の
要
望
に
丁
寧
な
回
答

一
月
二
十
六
日
、
八
王
子
市
内

の
ホ
テ
ル
で
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医

師
会
代
議
員
連
警
が
三
1
三
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
会
は
、
多
摩
地
域
に
所
在

す
る
地
区
医
師
会
長
お
よ
び
岡
地

区
医
師
会
か
ち
選
出
さ
れ
た
都
医

代
議
員
で
構
成
さ
れ
、
年
一
同
あ

る
い
は
二
回
開
催
さ
れ
る
。
ま
ず
、

弔
置
車
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会

代
議
員
連
絡
会
会
長
の
挨
拶
で
会

が
始
ま
っ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
鈴
木
聴
見
都

医
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
招
待

に
謝
意
を
述
べ
た
後
、
都
民
執
行

部
の
若
返
り
に
つ
い
て
触
れ
た
。

さ
ら
に
、
「
都
医
は
地
区
医
師
会

と
の
連
騰
を
ま
す
ま
す
密
に
し
、

都
医
か
ら
日
医
、
東
京
都
に
要
望

を
発
信
し
続
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
議
事
に

移
っ
た
。

議
事
は
①
平
成
二
十
一
年
度
会

計
決
算
報
告
、
②
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

医
師
会
代
議
員
連
絡
会
会
則
一
部

改
正
に
つ
い
て
。
会
則
一
部
改
正

で
は
、
連
絡
会
開
催
回
数
に
つ
い

て
の
車
見
受
換
が
あ
っ
た
D

幹
事

会
開
催
、
都
医
代
議
員
会
後
の
機

会
を
利
用
し
て
開
催
す
る
な
ど
の

提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
精
論
に
至

色
ず
継
続
協
議
す
る
と
と
と
な
っ

た
。
③
そ
の
他
に
お
い
て
、
医
師

会
に
関
係
す
る
東
京
都
予
算
に
つ

い
て
玉
木
都
医
理
事
よ
り
報
告
が

あ
っ
た
D

続
い
て
角
田
都
医
理
事

よ
り
特
定
健
診
の
集
計
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

真
鍋
勉
都
医
代
議
員

会
議
長
の
乾
杯
の
後
、
懇

親
・懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
の
自
己
紹
介
と
都

医
へ
の
要
望
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
た
。
鈴
木
会
長
は
一

つ
ひ
と
つ
質
問
に
丁
寧
に

答
え
て
い
た
。

ま
た
、
広
い
東
京
に
お

い
て
w
e
b映
像
会
議
開

催
を
剖
画
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
た
。
次
期

当
番
医
師
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

と
の
で
き
な
い
先
生
や
、
立
ち
上

げ
る
に
は
専
門
的
知
識
が
あ
る
程

度
必
要
な
こ
と
な
ど
、
問
題
点
は

あ
る
よ
う
だ
が
今
後
診
療
形
態
の

多
様
化
に
伴
い
、
医
師
会
に
参
加

の
で
き
な
い
医
師
の
増
加
も
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
セ
プ

ト
の
完
全
電
子
化
も
現
状
で
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
管
必
ず
医

師
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は

検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
手
段

の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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平
成
辺
年
度
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
長
・
副
会
長
連
絡
協
議
会

一
月
十
八
日
に
立
川
市
内
の
ホ

テ
ル
で
講
演
会
と
懇
親
会
が

四
十
六
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
主
催
者
の
佐
藤
秀
紀
多
摩
市
医

会
長
か
ら
の
挨
拶
後
、
演
題
と
演

者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
演
題
は
「
社

会
保
障
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
政
策
」

に
つ
い
て
、
講
師
は
桜
井
充
参

議
院
議
員
。財
務
劃
大
臣
を
務
め
、

現
在
も
宮
城
県
に
お
い
て
心
療
内

科
で
現
役
医
師
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
。
佐
藤
会
長
は
、
本
日
の

講
演
が
今
後
の
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医

師
会
に
お
け
る
地
域
医
療
に
生
か

さ
れ
る
と
と
を
希
望
し
た
。

講
演
は
、
「
医
療
は
産
業
の
分

野
で
も
経
済
の
活
性
化
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
な
分
野
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、

日
本
は
庁
向
転
換
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
内
密
で
あ
っ
た
。
ま

た
「
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
社
会
保
障
費
関
連
の
自
然
増

分
を
抑
え
な
い
こ
と
で
5
・
4
物

増
額
し
て
い
る
。
大
学
の
研
究
予

算
も
、
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
も
取

り
組
む
条
件
付
で
減
額
し
な
い
も

の
と
し
た
。
補
正
予
算
に
お
い
て

は
、
医
療
分
野
で
ワ
ク
チ
ン
に
予

日
医
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

一
ン
マ
一

「
l
Tは
人
間
の
心
と
身
体
の
健
康
を
守
る
た
め
に

一
イ
二

い
か
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
?

日げ一

i
そ
し
て
l
T医
療
の
さ
5
な
る
発
展
に
夢
と
希
望
を

i」

平
成
二
十
二
年
度
口
本
医
師
会

医
療
上
シ
ス
テ
ム
協
議
会
が
二
月

十
二
、十
三
の
両
日
、
五

O
O名

を
超
『
え
る
参
加
者
を
迎
、
え
日
医
大

講
盤
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
の
医
師
会
で
は
事
務
局
の

I
T化
を
図
っ
て
き
た
が
、
推
進

す
る
委
員
会
や
部
署
、
そ
し
て
担

当
職
員
の
有
無
が
大
き
く
左
右
す

る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
医
師
会
事

務
崩
の
仕
事
は
ど
の
地
区
で
も
大

差
は
な
い
の
で
、
日
医
に
よ
る
標

準
的
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
要
望
す

る
声
も
多
か
っ
た
。

続
い
て

「O
R
C
A
の
現
在
と

未
来
」
で
は
、

O
R
C
Aは
順
調

に
伸
び
一
万
ユ
ー
ザ
ー
を
超
え
て

お
り
、
導
入
時
の
デ
!
タ
移
行
に

問
題
は
あ
る
が
、
概
ね
使
用
医
療

機
関
で
は
満
足
が
得
ら
れ
て
い
る

と
発
表
さ
れ
た
。

魅
力
的
な
電
力

ル
が
出
現
す
れ
ば
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

二
日
目
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
医
療
情
報
交
換
は
ど
こ

ま
で
可
能
か
?
」
と
い
う
題
で
、

メ
l
ル
相
談
か
ち
感
染
府
対
策
、

地
域
連
携
パ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

興
味
深
い
十
の
演
題
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は

M
Lの
有
用
性
と
双
方
向

性
で
あ
り
、

v
p
N
な
ど

に
よ
る
暗
号
化
で
の
個
人

情
報
の
保
護
た
る
コ
か
。

続
く
高
塚
人
志
鳥
取
大

学
医
学
部
総
合
医
学
教
育

セ
ン
タ
ー
准
教
授
に
よ
る

特
別
講
演
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

原
点
」
は
、
電
話
を
使
っ

た
体
験
学
習
で
人
間
関
係

の
見
直
し
の

一
助
と
な
る

異
例
の
講
演
で
あ
っ
た
。

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

算
措
置
を
し
た
が
単
年
度
の
も
の

で
あ
る
。
地
域
医
療
整
備
予
算

一一「
六

δ
億
円
の
う
ち
の
七
五

O

億
円
が
削
減
予
定
で
あ
っ
た
が
、

二
、
一
O
O億
円
の
削
減
に
抑
え

た
。
そ
の
中
で
、
が
ん
治
療
等
に

お
い
て
地
域
の
開
業
の
先
ヰ
方
と

病
院
の
連
携
に
役
立
て
る
も
の
と

す
る
。
W
H
O
で
は
、
日
本
の
医

療
制
度
は
『
お
金
を
か
け
な
い
で
、

質
の
良
い
医
療
』
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
を
維
持
す
べ
き

な
の
に
、
医
療
費
を
削
減
さ
れ
続

け
て
い
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
。

公
的
な
無
過
失
補
償
制
度
を
医
療

は
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
医
療
情
報
」
と
題
し
、
w
e

b
上
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
抑
-
え
た
り
効
率
化
が
図
れ
る
時

代
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
今
後
期
待
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
否
匂
最
後
は
「
新
た
な
情
報
通
信
技

術
戦
略
(
医
療
分
野
)
へ
の
夢
と

希
望
」
が
テ
l
マ
で
、
こ
の
十
年

間
で
政
府
は
医
療
分
野
で
の
I
T

化
の
名
の
も
と
に
、
我
々

医
療
機
関
に
多
く
の
負
担

を
強
い
て
き
た
。
困
の
目

指
す
「
国
民
主
導
の
社
会

へ
の
転
換
」
と
い
う
美
名

で
の
「
ど
こ
で
も
M
Y病

院
」
や

「シ
l
ム
レ
ス
な

地
域
医
療
の
実
現
」
は
、

果
た
し
て
本
当
に
国
民
の

た
め
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
は

じ
め
ど
の
よ
う
に
荷
用
し

て
い
く
か
、
多
く
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
た
。

全
般
に
準
備
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
こ
れ
は
議
員
の
考
え
に
終
わ

ら
ず
、
内
閣
全
体
の
考
え
で
実
現

を
唱
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

懇
談
会
で
は
、
各
医
師
会
長
よ

り

『
一
言
あ
い
さ
つ
』
が
あ
り
、

盛
会
裡
に
閉
会
と
な
っ
た
。

保険医療機関の皆様へ
・毎月、必ず被保険者証 ・受給者証により受給資格の確
認をお願いします0

・被保険者証等からカルテ、 カルテからレセプトへの転
記(入力)誤りにご留意願います。

・レセプ卜の保険種別および本人 ・家族の記載誤りにつ
いて、ご留意願います。

置保険医療機関で発行する「処方せん」について、記載誤
りにご留意願います。

社会保険診療報酬支払基金東京支部 東京都国民健康保険団体連合会

支払基金国保連合会

欄

からのお願い

特』ζ、地方単独事業については援務教

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開

設
以
来
救
鍾
相
談
件
数
が
増
加
し

続
け
て
い
る
こ
と
か
色
、
相
談
を

求
め
る
電
話
を
受
け
付
け
て
も
救

急
相
談
看
護
師
が
す
べ
て
対
応
中

の
場
合
、
都
民
に
対
し
て
電
話
を

か
け
直
す
よ
う
依
頼
す
る
「
か
け

直
し
依
頼
」
で
対
応
し
て
い
た
。

し
か
し
、
看
護
師
が
す
べ
て
相

談
中
の
場
合
、
電
話
を
受
け
付
け

る
救
急
相
談
通
信
員
が
相
談
者
か

ら
聴
取
し
た
相
談
概
要
に
基
ゴ
き

医
師
が
通
信
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
乙
と
を
、
東
京
都
医
師
会
の

提
案
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
八
月

か
ち
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
医
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

は
、
受
診
の
必
要
性
、
受
診
手
段
、

自
力
受
診
の
場
合
の
科
目
の
選
択

や
応
急
処
置
等-
に
つ
い
て
救
急
相

談
通
信
員
を
通
じ
て
行
『
つ
も
の
で

あ
り
、
平
成
二
十
二
年
八
月

一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
の
聞
に

八
、
八
五
二
件
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
ニ
十
一
年
中

に
八
、

O
九
三
件
あ
っ
た
か
け
直

し
依
頼
件
数
が
、
平
成
二
十
二
年

の
速
報
値
で
は
前
年
比
糾

・
ー
φ

減
少
し
て
四
、
二
五

一
件
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
の
八
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
か
け
直
し
依
頼
を
大
き
く
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
急
な
病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
都
民
の
不
安
を
い

ち
早
く
取
り
除
き
安
心
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
二
十
三

年
一
月
現
在
で
は
、
各
相
談
医
が

一
円
当
た
り
七
三
件
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
施
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
救
急
相
談
医
を
お
願
い
し
て

い
る
先
生
方
に
は
、
今
後
と
も
と

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

先生方の通信員へのアドバイスが
功を奏し、fかけ直しj依頼が減少

-東京消防庁救急相談センター
#7119受付状況
[平成22年lO月l円(金)01時00分からl2月31円(金)231侍59分まで)C速報値)

区 分
合計

計 1日平均
玉宮ζ正、 付 イ牛 数 75.542 821.1 
医 療 機 関 案 内 57.776 628.0 

救 急 本目 談 16.780 182.4 
救 急 要 請 2.051 22.3 

病院端末情報による医療機関案内 8.412 91.4 
ひまわり等Lよる医療機関案内 609 6.6 

上記以外の医療機関受診推奨 3.828 41.6 

相
経過観 察 571 6.2 

他機関転送- 案内 197 2.1 
談 救急相談以外の相談等 88 1.0 

車吉 相談者による途中切断 104 1.1 

三 ケ護 の 千
927 10.1 

果 師 へ の医師助言 6.177 67.1 

医E応~看護師対応 中 65 0.7 

書看護師対応困難 16 0.2 

口 E買 指 導 4.160 45.2 

医務課監督員対応 33 0.4 
相談前救急要請 672 7.3 

※ か け直 し依頼 312 3.4 
苦 '情 2 0.0 

受付件数最多
平成20年12月30日(火)

2，273件
特 記 事 項 救急相談件数最多

平成22年1月1日(金)
平成22年5月5日(水)

269件

i主凝固因子製剤による
患者・感染者は除〈

①全国・東京都 エイズ患者数 泊 。)内数値は外国人

新報告数(H22.10.4-'"23.1.2) 累積報告数CH23.1.2現在)
全国 東京 全国 東京

116 (5) 26 (2) 5，149 (729) 1，454 (182) 
3 (2) 0 (0) 634 (345) 129 ( 63) 
119 (7) 26 (2) 5，783 (1，074) 1，583 (245) 

②全国・東京都患者・感染者数

新報告数(H22.10.4-'"23.1.2) 累積報告数(H23.1.2現在)
全国 東京 全国 東京

男性 411 (25) 141 (13) 15，694 (1 ，851) 5，828 (643) 
女性 11 ( 7) 2 (0) 2，712 (1 ，687) 603 (319) 
計 422(32) 143 (13) 18，406 (3，538) 6，431 (962) 

。凝酉因子製剤によるものを除く全国の患者・感染者
18，406人のうち関東甲信越地区 11，372人(全国の61.8%)

東京都 6，420人(全国の34.9%)
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243 
117 
360 
92 
43 
135 
626 
460 
1，086 
674 
315 
989 
7 

8 
1，642 
936 
2，578 
30 

10月
222 
113 
335 
73 
40 
113 
519 
370 
889 
553 
246 
799 
8 

9 
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2，145 
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東
京
都
医
師
国
保
組
合
の

保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

圃
当
組
合
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
「
保
険
給
付
費
」
と
「
高

齢
者
医
療
費
関
係
保
険
者
負

担
」
の
増
加
が
続
き
、
組
合
財

政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
平
成
二
十

一
年
度
決
算

で
約
三
億
七
千
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
診
療
報
酬

の
改
定
と
あ
い
ま
っ
て
、
平

成
二
十
二
年
度
以
降
も
「
赤

三
鷹
市
は
、
そ
の
環
境
と
同

然
条
件
の
良
さ
を
活
か
し
た
研

究
施
設
や
公
園
な
ど
が
多
数
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
国
立
天
文

台
三
鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
を
紹
介
し

ま
す
。
市
の
南
西
部
、
野
川
に

面
す
る
は
け

(崖
)
の
よ
の
出

大
な
林
の
中
に
広
が
る
施
設
で

す
。
国
内
外
各
地
に
観
測
所
を

設
け
て
い
る
国
立
天
文
台
の
本

部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
は

毎
日
公
開
さ
れ
て
お
り
、
月
一一

同

(第
二
土
曜
日
の
前
日
の
金

字
」
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

-

「
保
険
給
付
費
」
と
「
高
齢
者

医
療
費
関
係
保
険
者
負
担
」
の

増
加
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
以
降
「
赤
字
」
は
拡
大
し
、

平
成
二
十
三
年
度
は
繰
越
金
が

底
を
つ
き
ま
す
D

平
成
二
十
五

年
度
ま
で
の
財
政
状
況
推
計

で
は
、
「
赤
字
」
は
毎
年
三
億

曜
と
第
阿
土
曜
日
)
開
催
さ
れ

る
五

0
セ
ン
チ
望
遠
鏡
を
用
い

た
定
例
観
唱
会
や
、
十
月
3

十
二
月
の
休
日
に
行
わ
れ
る
特

別
公
開
日
『
三
鷹

・
星
と
宇
宙

の
日
』
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
D

武
蔵
野
の
雑
木
林
に
広
が
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
、
歴
史
的

に
も
貴
重
な
天
文
学
の
施
設
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
一

赤
道
儀
室
か
ら
回
り
ま
し
ょ

円
が
積
み
増
し
さ
れ
、
平
成

二
十
五
年
度
で
は
単
年
度

十
七
億
円
の
「
赤
字
」
、
累
積

三
十
七
億
円
の
「
赤
字
」
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

圃
こ
の
た
め
、
組
合
財
政
の
安
定

化
を
凶
る
た
め
、
去
る
三
月
三

日
開
催
の
第

三
一七
同
組
合
会

第1種組合員

医療保険料月額

17，000円
時 23，000円

っ
。一

九
一二

年
建
設
の
、
こ

と
で
は
最
占
の
建
物
で
、
太
陽

の
撮
影
や
黒
点
の
ス
ケ
ッ
チ
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
に
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
塔
と
呼
ば
れ

る
太
陽
隅
望
遠
鏡
に
向
か
い
ま

す
。
塙
全
休
が
望
遠
鏡
の
筒
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

一
般
相
対

性
理
論
を
検
証
す
る
た
め
に
作

ち
れ
た
ド
イ
ツ
の
ポ
ツ
ダ
ム
観

測
所
の
建
物
と
同
じ
構
造
な
の

で
、
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
ま

大赤道儀室(天文台歴史館)

-・="O)~*'ë:a.霊ヨ・・
国立天文台
三鷹キャンパス

で
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら

左
記
の
と
お
り
医
療
保
険
料
を

値
上
げ
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
乙
の
保
険
料
に
は
後
期

高
齢
者
支
援
金
保
険
料
月
額

二
、
五

O
O円
を
角
み
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
D

第2種組合員

医療保険料月額

9，000円
時 13，000円

家族

医療保険料月額

7，000円
9，000円

し
た
。
続
い
て
高
さ
十
九
-R

メ
ー
ト
ル
、
直
径
卜
五
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
ド
l
ム
状
の
大
赤
道

儀
室
が
現
れ
ま
す
。
こ
こ
は
天

文
台
歴
史
館
に
な
っ
て
い
て
、

明
治
期
の
望
遠
鏡
や
同
本
最
大

口
径
の
回
折
望
遠
鏡
な
ど
が
置

か
れ
、
野
辺
山
の
内
十
五
メ
ー

ト
ル
電
波
望
遠
鏡
や
ハ
ワ
イ
の

す
ば
る
望
遠
鏡
、
チ
リ
で
建
設

中
の
A
L
M
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
興
味
深
い
施
設
や
資

料
館
が
散
在
し
て
お
り
、
売
屈

で
販
売
さ
れ
て
い
る
、
こ
こ
で

撮
影
さ
れ
た
星
雲
の
ポ
ス
タ
ー

は
お
勧
め
の
よ
産
で
す
。
敷
地

内
に
あ
る
市
立
『
星
と
森
と
絵

本
の
家
』
に
立
ち
替
れ
ば
、
小

さ
い
お
子
さ
ん
も
喜
ぶ
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
武
蔵
野
の
白
然
と
と

も
に
こ
の
天
文
台
を
お
業
し
み

く
だ
さ
い
。

(
一
ニ
鷹
市
医
師
会

・
角
田

徹、、J

国
立
天
文
台
三
鷹

宮

0
4
2
2
1
3
4
1
3
6
0
0

- r.''J?-Q)t..~Q)I)7 :::t-b.')I)~ 盟主z・先生の決断。

『医院リフォーム怒ら三井のリフォームヘ。」

M訪問
eform 

医院承継・新規開業・リフォームのためのメディカルソリューションO
「三井のリフォーム」 は、60名を超える医院リフォームア ドバイザ一、医院リフォームプランナー(社内資格制度)を

中心とした充実したコンサルテイングにより、400件を超える医院リフオームの実績による提案力と設計力で、

ドクターの診療方針に基づく理想の診療所の実現をトータルにお手伝いしま乱
-医院リフ才一ムアドバイザー

・医院リフォームプランナー

・医療機器コンザルヲント

・税務コンサルヲン卜

ePR・来院促進コンサルヲント

砲かな提案ぬと
優れたデザイン[・設計力

400件を超える
医院リフォームの実績

ドクターリフォーム相談デスク

函 0120-331・154出 12お訟
メディカル・リフォームホームベージ www.mitsu卜reform.com/medical/
主将市ームリモデリング隊式会u世鎗袖理部干163.0445東京都新宿区西新酒2.1.1新宿三井ピル45階

三"の自リフrL|;!日jtg:叶
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会神定守そこまでするか

人聞社会は「分からないことJを「分かるようにすることjで進歩し
てきた。その結果、科学・技術が進み、我々は音だ、ったら考えられな

い便利な生活を享受するに至った。しかし時に「そこまでするかJと
感じることがある。

最近アメリ力で、二ユーロマーケテイングという分野が注目を浴びて

いるとの報道があった。二ユーロマーケテイングとは、被験者に映画

の予告編を見せてリアルタイムにfMRIで脳の血流変化を観察し、ど

こで受けてどこで受けなかったのかの判定をするようなことで、それ

を映画製作者に伝えることを業とする会社ができている。これによっ

てアンケー卜よりも正確なマーケテイング(市場調査)が可能になっ

た。これは1つの進歩であろうが、私は心の中をのぞかれるようで空

恐ろしさも感じる。

いき過ぎじゃないかと感じることはこれに止まらない。うつ病の診

療場面では、よく患者さんに「テレビは楽しめますかJなどの質問をす
る。多くの患者さんはテレビは面白くないと答えるが、それを聞いて

いて私自身ち同感だなと思ってしまう。私がうつ病というのではない。

明らかにテレビ、番組がつま5なくなったのである。

業界の人に次のような話を聞いた。近年放送業界は就職市場の花形

で、偏差値で高い得点在取る人達ばかりが集まるようになった。一方、

テレビ番組を評価する視聴率は、かつては放映の数日後に出てきたが、

今はリアルタイムに出るようになり、偏差値人闘が高い視聴率を目指

す行動に走るようになった。かくしてお笑いであれば何分かに1回は

「笑いJを取るように、ドラマであれば途中でチャンネルを変えられな
いよう緊迫した場面を続けることで全体の流れが軽んじられ、そのう

え出演者を含め番組は画一化して面白くなくなったというもので

ある。

玉川医師会 二宮恵子 ノUての育児学

『パパの育児学H木田文夫教授著、文霊春秋新社1962年)という本
をご存じでしょうか。木田先生は日本医科大学小児科学講座の教授で、

たいへん進歩的な考えをお持ちだったそうです。私が入学したときに

は既に故人となられ、薫陶を受けることができませんでしたが、諸先

生からさまざまなエピソードを伺っております。昭和37年出版ですが、

父親の育児参加の重要性とその役割、スポーツや習い事、受験につい

てと現在にも十分通じる内容です。ご自身も2人のお子さんの育児に

積極的に参加され、医局員にも1カ月は夏休みをとり、子どもとしっ

かり触れ合うようにと指導されていたそうです。

さて最近のパパ達。土曜日の小児科外来は“}'¥}てOay"です。週休2

日制となった頃からパパが子どもを連れて、あるいはママの付き添い

で来院することが増えてきました。しかし、 10年前と現在ではだい

ぶ違います。

以前は、f今日はどうしました?Hなんか連れて行けと言われたんで
すが・・・おまえどこが悪いんだり(-..3歳の子どもに聞いても・ーH食

欲はありますか?Hおまえ食欲はあるか?J(ー・食欲の意昧がわかる
かな?・・・)i夜は眠れますか?Hはい、僕はよく眠れますJ(ー・誰もパ
パのことは聞いていない-一)などということがよくありましたが、最

近は違います。

野島~

五霊塔(木版画) 新宿区医師会 中 野 一 義

少し違うかもしれないが、報道機関が選挙前に行う結果予測もやり

過ぎで、選挙前におおよその結果が出されてしまう。有権者の投票行

動への影響、それを気にする議員の行動への影響力T生じるのではない

かと危'1冥される。音は今ほと、頻繁に断定的に報じ5れていなかったと

思う。

おおらかな時代に戻って、回復してきたうつ病の患者さんが「テレ

ビを面白く見5れるようになりましたJと素直に言える、そういう番

組が増えてほしいとの願いはかなわぬ夢であろうか。

(渋谷区医師会報通巻第581号から抜粋)

パパ育児用バッグ(晴乳瓶や水筒、おむつ、おしり拭きと育児用品

が収まO男性が持っても格好良く、自転車でもOKという優れもの)

からメモを取り出し、体温、食事の量、排j世まで把握、経過をしっか

り話し、洋服の脱ぎ着からおむつ替えまで鮮やか|パパもけつこう育

児を楽しんでいるのではないかと思います。

“愛してあげれば子どもは人を愛することを学ぶ。守ってあげれば

子どもは強い子に育つ。手口気あいあいとした家庭で育てば、子どもは

この世の中はいいところだと思えるようになる0"(r子どもが育つ魔法

の言葉』ドロシー・口一・ノルト/レイチャル-ハリス著より)ですが、

もちろん過保護は禁物です。

木田先生の本に“片時ち母か5離れていられぬ幼児や、鼻の下にう

す毛が生えるような思春期年齢になってさえ、すべて母に考えてもら

わなくては行動のできない少年が日本には多すぎる。"という文章があ

ります。昨今、新入社員の会社説明を母親同伴でする企業が増加して

いるそうですが、昭和時代より子どもの自立という点では状況は悪化

しているのかもしれません。パパがママ化せす、家庭内での役割をしっ

かり把握し、育児を楽しんで欲しいと思う今日この頃です。

<r玉医ニュースJNO.543号から抜粋)
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( アシネトパクター感染症 ) 

アシネトパクターは好気性のグラム陰性樟菌で、土

壌など白然環境に存在し、人皮j向の湿潤部や動物の

排世物かちも分離されるが、非侵製性で健常者には無

害であるo通常のアルコール系消毒薬により死滅するO

短棒状でアシネトパクターの名は「動くことができない

薗」というギ、リシャ語からきているD

アシネトパクター属は30菌種以上知られるが、感染

症原因菌の大部分はアシネトパクター・パウマニであるO

昨年、帝京大学病院で多剤|耐性アシネトパクター・

パウマニ(MRAB、定義はカルパペネム、アミノグリコシ
ド、フルオロキノロンの3系統の抗菌薬に耐性)の集団

院内感染が問題となった。60人が醒思し半数が死亡、

その113は死亡との因果関係が否定できなかった。近

年閏内で院内感染例が散見されるが、検出される

MRABは韓国、中近東や米国などかち流入してきた菌
株と考えられているO 糖尿病や癌末期など感染防御機

能力T低下しているうえに、気管内挿管やカテーテル留

置をされた患者が感染し重篤な経過になっているD 効

果が期待される薬剤はコリスチンとチゲサイクリンであ

り、コリスチンは昨年10月「希少疾病用医薬品」に承認

された。米国では1990年代にMRABの院内感染事例
が多発し、カルパペネム耐性菌が2007年には34q砂と増

加した。本邦では2009年の厚労省のサーベイランスで

はMR̂B率は0.19悌と低い。既にMRABが定着してい
る米国と違い、 Ml1AB検出時に直ちに感染経路を特定
し、患者の隔離、病室の消毒など迅速な対策をとり、

MRABの病院環境への定着を防ぐことが重要と提言さ
れているD 厚生労働省は2011年1月かち5頼感染症の

基幹定点把握疾患とした。(文責・黒海サト子)
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~l' l，QfLH~I~ 
板橋区医間会・板橋区脳卒中懇話会・
東京都区西北部脳卒中医痕連携横討会・板橋区

第4回脳卒中区民公開講座知れば防げる!脳率申

量 船板橋区医師会

S事砂5月18日(水)19時~20時40分
断惨 日本大学医学部リサーチセン
タ-4Fホーjレ
事審制対縁者'医療従業者 番$aD'・砂無料
鹿.11'片山容一(日本大学医学部学部長)

鶴演怪①「悪性脳腫癌の治療における課
題と展望」吉野篤緒(駿河台日本大学病院脳
神経外科部長)②「転移性脊柱腫療の診断
と治療J徳橋泰明(日本大学医学部附属板橋
病院整形外科部長)
取得制位b日医生涯教育制度1.5単位

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

日がんの診断と治療の最前線

第15田地域連携がん診療セミナー

日本大学板橋病院がん相談支援センター

(板橋区大谷口上町30・1)

TEL: 03-3972-8111 (内線3169)
E-mail: gansien@med.nihon-u.ac.jp 
URL:h杭p:llwww.med.nihon-u.ac.jpl
hospital/itabashi 

隠
含
先

初夏の1日に爽やかな汗を

首都圏医師テニス大会
哩 東京都医師テニス協会

提 FAX:042・972・7578(鶴岡)

日時11'5月1日(日)
fI所'有明テニスの森公園
種白砂男性医師ダブルス、女性医師ダブルス、奥様(医
師配偶者)ダブルス
書幸1JDR砂医師1万円、(配偶者8千円)
申込鱒切砂3月31日

日時静4月9日(土)14時
渇所砂板橋区立文化会館大ホーJレ(板橋区大山東町51-1) 
〔第1部〕
鴎演'①「脳卒中救急医療体制と医療連携」弓倉整(東京都医師
会理事)②「脳卒中救急搬送体制」緒方毅(東京消防庁救急医務係長)

③「これだけは知っておきたい脳卒中の症状とその対応J木下
浩作(日本大学医学部附属板橋病院救命救急センター准教授)④「予防が
大事!脳卒中j卜部貴夫()I慎天堂大学医学部附属11慎天堂医院脳神経内科
先任准教授)

〔第2部〕
チーム・パテスタの製光1・蓄による特別語演惨 「医療小説と医療の
現実-Ai(オートブシー・イメージング)と市民社会一」海堂尊(作家
医師)

.110.11'無料先着1，400名
申込方溶炉住所、氏名、年齢、性別、電話番号、 FAX番号、同
伴者氏名を明記のうえ、電話・ Fω〈・ E-mailのいずれかでお申
し込みください。
申込専用電話:0986-23-1360 申込専用FAX:0986-23-1298 
E-mail: Iくouhou@itabashi目tokyo.med.or田lP

TEL:03・3962・1301
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平成23年4月 14日(木)

新宿明治安田生命ホール

(新宿区西新宿山)
TEL: 03-3342-6705) 

日時

場所

新宿明治安田生命ホール

JR新宿駅西口

日本医師会生涯教育制度 3.5単位
カリキュラムコード 39、41、44、45、46、73、79
日本内科学会認定
総合内科専門医更新単位 2単位(予定〉

JR新宿駅・西日正面 明治安田生命新宿ピル81
干160-0023 東京都新宿区西新宿1-9-1
TEL/ホール専用:03・3342-6705FAX/ホール専用:03-3342-1943
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『鼻炎合併端息へのアプローチ 』
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地区医師会長からの一言

特定健診について思うこと
西多摩医師会長横田卓史

平成20年より新しい健診制度として始まった特定健診も

3年を経過しました。

従前の老健法に基づく市町村主体の基本健康診査から高

齢者医療確保法に基づく保険者主体の特定健診となりまし

たが、導入当初、実施する検査内容は大差ないにもかかわ

らず、制度とその運営方法の複雑さから大変な混乱を引き

起こしました。 3年たって慣れてきたせいか大きな混乱はな

くなりましたが、いまだに国保ベースの集合契約における受

診券について通達が出されています。いかに複雑で分かり

にくい健診制度になってしまったかの証拠の 1つでもあり

ます。特に 65歳以上の高齢者とともに基本健康診査の主な

受診者であった社会保険の被扶養者にとっては、自己負担

金の発生とともにアクセスの面でも大きく制限されてしまい

ました。企業や行政からの受診勧奨にもかかわらず目標の

受診率がなかなか達成できず、むしろ 20年度においては減

少傾向が認められるのも無理からぬことと思われます。

また特定保健指導に関しても課題が多そうです。まず指

導実施機関が医師会を中心とした医療機関、行政の保健衛

生部門、一般医療関連業者とさまざまです。指導の内容は

ほぼ確立されているようですが、指導方法や取り組む姿勢

によってアウト力ムはかなり差が出てくるように思いますの

で、どのように標準化していくかが問題です。保健指導完了

者が2.4%と低率にとどまっていることが保健指導の容易で

ないことを示しています。メタボリック症候群に着目した点

は評価できますが、それに特化してしまい、腹囲測定など未

だ評価の確定していない項目を判定基準の重要項目として

しまったことも早計だったのではないでしょうか。その結果

として集計されたデータが、評価に値するものかどうかの検

証がぜひとも必要と思われます。

住民の健康維持、増進と疾病予防の観点からすると、 メ

タボリック症候群を中心とした生活習慣病のみならず、が

ん検診も含めたトータルな健康管理が必要であり、特定健

診は保険者、がん検診は市町村と、実施主体と責任の所在

が異なるのは効率的と言えず、医師会の協力の下に行政が

一元的に管理していくほうが効率的のように思えてなりませ

ん。特定健診実施5年後の平成25年には制度の見直しが

実施されると思いますが、複雑な制度が簡素化され受診者

の容易なアクセスが確保されるような健診制度に改善され

ることを望みます。

lクリニックを経営するみなさまをご資金面でサポートしますI
-クリニック新規開院のご資金

・電子カルテシステム導入のご資金

その他、設備全般、運転資金など

常利率※1(年利、固定金利)1.350/0 (当初2年間0.850/0出2)......4.00/0 
(平成23年1月1ワ日現在)

※1お使いみち、ご返済期間、担保、保証人の有無などによって、異なる利率が適用されます。
※2設備資金貸付利率特例制度(通常適用される利容ー0.5%)適用の場合の、ご融資臼から2年間の利率です。
本制度のお取り扱いは、車成23年3月31日までです。ご相談は、お早めにお願いします。

..........................................・・・・ーーーー・ ........................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・ . . 

函 @0120・154408
受付時間/平日9:00-18:00

※音声ガイダンスが流れた後r1J番を押してください。

@F秀男静?斡庫
日本公庫l耳、平成20年10月に発足した100%政府出演の政策金融機関です。
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